
令和２年度からの新たな連携事業について

定例懇談会での意見交換に加え、大学の持つ「知」のリソースを結集し
SDGsの推進と東京の持続的発展を目的として新たな連携事業を展開

●定例懇談会での提案（2019年5月）

「懇談会に参加する大学が役割分担し、東京全体が大学とともにSDGsを実現する取組をしてはいかがか」

●全大学との意見交換を経て構築した事業スキームを、定例懇談会において承認（2020年２月）

✓懇談会に参加する複数の大学がチームを組み

共同研究を実施 ⇒ 成果を都民に還元

✓令和２年度は「Community × SDGs」を

テーマに事業を募集

✓応募事業総数 33事業 ⇒ ３事業を決定

✓都のHPに専用ページ設け、懇談会参加大学

が実施している、SDGsの推進や東京の持続

的発展に資する教育・研究を集約し都民等へ

わかりやすく発信

１ 東京都と大学との共同事業 ２ 情報発信プラットフォーム

資料２

1
1



地震などの災害発生時に、大学キャンパスでの屋外キャンプが、体

育館等での集団避難とは異なる、家族単位での避難をする場所として、

新たな地域の避難拠点となり得るか、実証実験等を通じて検証

①災害時における大学キャンパスを活用した避難手法の検証

＜現在の取組状況＞

・区市町村の地域防災計画や指定避難所運営の

実態や、都内大学キャンパスの避難所として

の資源性に関する調査を実施（７月～）

・大学キャンパスにおいて、キャンプによる

災害時避難生活の実証実験（10月末）

（法政大学・東洋大学・東京工業大学）

※大学キャンパスでの実証実験の様子

１ 東京都と大学との共同事業について
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動画教材の開発やシンポジウム等を通じて、医療従事者への「やさしい

日本語」の普及を図ることで、外国人住民をはじめ、高齢者や障害のある

方々など、東京に住むあらゆる人にやさしい医療環境を提供

②医療従事者への「やさしい日本語」の普及

＜現在の取組状況＞

・「やさしい日本語」の基礎知識や、医療現場の事例別

動画教材を制作しYouTubeで無料公開（９月）

・「やさしい日本語」の意義や取組、実践を紹介する

オンラインシンポジウムを開催（10月）

（順天堂大学・帝京大学 ）
※懇談会メンバー外から聖心女子大学が参加

順天堂大学YouTubeチャンネル「医療で用いるやさしい日本語」
https://www.youtube.com/playlist?list=PLFwRLsRI_gpDgJMNrFIbkZJ13xU-DeWA8
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③大学と地域が連携した「食」を通じたコミュニティ活性化

＜主な取組状況＞

・食品ロス削減への社会的関心を喚起するため、

オンラインシンポジウムを開催（11月）

・学生団体や近隣の商店街店舗、食品関連企業等

をつなぐプラットフォーム(ＨＰ)をテスト開設

し、交流基盤の構築に向け準備中 （11月）

（専修大学・中央大学）

「食」をハブにしたオンライン・コミュニティ・プラットフォームを構築

し、交流会やシンポジウムとも組み合わせ、学生や地域住民、近隣の商店

街店舗などのコミュニティ活性化と食品ロス削減を推進
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各大学の
個別ページへ（仮）

ホームーページ概要

東京都公式ホームページ → 政策企画局ホームページ → 大学との定例懇談会
https://www.seisakukikaku.metro.tokyo.lg.jp/basic-plan/daigaku/

２ 情報発信プラットフォームの開設について

定例懇談会に参加する27大学が取り組む、SDGsの推進や東京の持続的発展に

関連する教育・研究を発信するための専用ページを都HP内に開設（本日オープン）
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